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議員発⾔言数ランキング  TOP  1０�

第172回国会本会議(2009.9.16召集)　から�
第181回国会本会議(2012.11.16閉会)　までの　計10回�
国会議事録検索システム　http://kokkai.ndl.go.jp/�
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⽬目的�

■ 国会議員の⾏行行動の⼀一つである国会での発⾔言に着
⽬目し、議員の発⾔言数の差は何によって決定され
るのか、ということを実証的に分析する�

■ 国会の発⾔言数の差の要因として代議⼠士の発⾔言に�
「選挙結果」が影響しているかを分析する�
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結論論�

�
■ 「⼩小選挙区当選の衆議院議員においては、発
⾔言数と接戦度度は関係がない」�

 　＝選挙結果は代議⼠士の発⾔言数に影響しない�
�
■ 政党は、選挙に弱い議員を優先的に発⾔言させ
るわけではない�
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�
①国会での発⾔言は選挙に向けてのアピールであり、選挙で弱  �
      く当選回数が少ない議員ほど地元利利益に関する委員会で発�
      ⾔言をしている(福元  2011,  p.152,  p161)�

②福元（2011）を計量量分析�
        選挙で弱い議員ほど委員会で発⾔言をする�
      (松本・松尾  2010,  pp.97-‐‑‒99)�

③議員の発⾔言は有権者の投票⾏行行動に寄与する�
 　(川湊  2013)�

先⾏行行研究�

6	



3/19/15	

2	

�

�

�

• 第172回国会本会議(2009.9.16召集)　から�
• 第181回国会本会議(2012.11.16閉会)　までの　計10回�
• 国会議事録検索システム　http://kokkai.ndl.go.jp/�

衆議院議員の当選タイプと�
国会議員の発⾔言数�

当選方法 平均発言数 最大発言数 最少発言数 議員数

小選挙区当選 3303.4 89096 0 252
復活当選 4033.2 24795 0 95
比例区単独当選 6766.8 79986 0 82
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理理論論�

■ 「議員は⽬目標をもち、それを⽬目指して合⽬目的に
⾏行行動する」(建林林  2004,  p.17)�

■ 「議員の⽬目標には『再選、昇進、政策の実現』
という３つが考えられている」�
(建林林  2004,  p.17)�

■ 「政党指導部が⽬目指す党としての⽬目標には、議
席の最⼤大化を⽬目指すことも含まれ」る�

      (松本・松尾  2010,  p.84)�
理理論論：�
政党や政治家は当選のために戦略略的な⾏行行動をとる� 8�

仮説�

仮説：�
�

前回の衆議院議員選挙で接戦であった議員
ほど、国会で発⾔言する。�
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モデル�
説明変数� 応答変数�

地盤世襲	 

当選回数	 

政党 
議席率	 

現職大臣	 

代議⼠士の�
発⾔言数�

接戦度	 
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接戦度度とは�
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次

次

次

接戦度度の例例�

�
132,270/131,722  �
=  1.004�

�
          133,978/41,690  �
 　 　=  3.21�

接 　戦� 圧 　勝�
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データ�
■ 応答変数�
■ 第172回国会本会議(2009.9.16召集) 　から�
■ 第181回国会本会議(2012.11.16閉会) 　までの計10回�
■ 国会議事録検索索システム 　http://kokkai.ndl.go.jp/�

■ 説明変数�
 　「接戦度度」 　 　 　 　→ 　 　 　2009年年の衆議院議員選挙�

■ コントロール変数�
 　「当選回数」「地盤世襲」「政党議席」「現職議員」�
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分析対象：議員個⼈人�

記述統計�

変数名 平均 標準偏差 最大値 最少値
発言数 4617 9109.3 89096 0
接戦度 1.45 0.39 3.09 1.004
当選回数 3.68 2.78 14 1
地盤世襲 0.14 0.35 1 0
議席率 52.65 19.84 64.02 0.2
大臣ダミー 0.14 0.35 1 0
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「発⾔言数」と「接戦度度」の散布図�

接戦度度�

発
⾔言
数�

⾕谷垣禎⼀一�

原⼝口⼀一博�

重野安正�
⻑⾧長妻昭�

前原誠司�

圧勝�接戦� 15 

「発⾔言数」と「政党議席率率率」の散布図�

発
⾔言
数�

政党議席率率率�

⺠民主党�
⾃自⺠民党�

新党⽇日本�

国⺠民新党�

みんなの
党�

社⺠民党�
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「発⾔言数」と「現職⼤大⾂臣」の散布図�

発
⾔言
数�

現職⼤大⾂臣�

⾕谷垣禎⼀一�

原⼝口⼀一博�
重野安正�

⽯石原伸晃�
⻑⾧長妻昭�
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重回帰分析による結果�

説明変数� 予測� 結果� P値� Bata値�

接戦度� －� －204.7� 0.873� 0.009�

当選回数� －� 115.6� 0.610� 0.036�

地盤世襲� －� 977.2� 0.549� 0.038�

議席率� －� －78.8  **� 0.005� 0.172�

現職大臣� ＋� 9432.6***� 0� 0.366�

観測数� 295�

Prob>F� 0�

補正R²� 0.149�
18�
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結論論�

■ 当選結果と発⾔言数�
⽐比例例区単独当選 　＞ 　復復活当選 　＞ 　⼩小選挙区 　�

■ 分析結果�
・「⼩小選挙区当選の衆議院議員の発⾔言数と接戦度度は関係
がない」�
�

・弱い議員ほど国会で発⾔言をするわけではない�
�

・政党も弱い議員に優先的に発⾔言させるわけではない�
19�

■ 先⾏行行研究の結果と違った理理由�

■ 「発⾔言数」の内容を分析してより踏み込
んだ分析をする�

�
東洋経済ONLINE「国会議事録をデータマ
イニングする」藤末健三�
http://toyokeizai.net/articles/-‐‑‒/61�

今後の課題�
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ありがとうございました�


